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	PTXTKEIKAKU: 深谷市総合振興計画
	PTXTGAIYOU: 市の方向性を示す総合振興計画の推進のために、本市の経営システムの根幹として位置づける行政評価制度を軸に行政資源（ヒト・カネ）を配分・活用できるように、個別のマネジメントシステム同士を連携させる取り組みである。

	PTXTMOKUTEKI: 個別に機能する各マネジメントシステムを本市の総合振興計画の達成を目標とした総合的なマネジメントシステムとして全体最適化を図るため。

	PTXTTAISYOU: ※対象とするマネジメントシステムの主な種類：経営企画部門（広聴、総合振興計画、政策施策評価、組織管理）、資源管理部門（財務管理、事務品質管理、組織定数管理）、人事管理（人事評価、能力開発、労務管理）

	PTXTSYUDAN: 総合振興計画を基本とした、各マネジメントシステムを相互に連携させる。その結果を各個別電算システムに展開できるようにデータ連携を図る

	PTXTSEIKA: 各マネジメントシステム間の連携項目を増やす。各マネジメントシステムで管理する情報を電算システム上で連携活用し制度運営に係る事務負担の軽減に繋げる。
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	KATUDOU: 後期基本計画初年度において施策指標の設定、及び目標値の設定について協議を行い、企画課（Ｈ２５担当課）と合同で担当課へのヒアリングを行い指標及び目標値設定に寄与できた。また予算編成の結果を受け組織定数への反映を行うことができたことからほぼ目標は達成できたと評価する。

	SEIKA: 施策評価指標については活動指標同様後期基本計画の施策について設定を行い、予算編成時には事務事業評価結果及び外部評価結果を取りまとめた資料を基にヒアリングを行うことができた。その結果をもとに予算編成作業を行ったことからほぼ目標どおりの成果と評価する。
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	KOUKA: 後期基本計画の指標設定については計画担当課とチームを組み各課巡回のもと設定を行った。これにあわせて、施策を構成する事務事業の指標について相関関係図としてロジックモデルを作成し、作成したロジックモデルを活用性外部評価委員会に置いて施策を対象とした評価を実施できた。この外部評価において各委員と担当課のヒアリング資料としてロジックモデルが機能したことから、内部の意思共有としても活用できる裏付けを図れたと考える。

	KAIZEN: 今後の方向性にあるように総合振興計画をベースにした統合型マネジメントシステムとしての概要・骨組みはほぼ構築できていると考える。ただし各システム間で認識する行政活動とそれによって得られる成果についての統合（共有化）が完成されていない。この点がシステムの潤滑油となる改善改革の手段足り得るものであるか、全庁的な意思統一を図る必要性も含めて検証を行う。具体的なものとして、後期基本計画の指標設定にあわせて、施策を構成する事務事業の指標について相関関係図を作り、それがマネジメント担当部門と実際の事業部門の共通言語へと拡大させる

	PMOKCHK1: □
	PMOKCHK2: □
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	PMOKCHK6: □
	KOURITUSEI: 平成２５年度の取り組みにおいてシステム化はなかったため実績は出ていない。また帳票類の統合も発生しなかったことから評価は行わない。なおこれまでマネジメント構築についてはシステム化を平行して行っていたことから本指標を設定したがシステム構築が完了したことから次年度は指標を見直す。

	NAME: 企画課長　田村哲夫
	PTXTKAIZEN: 上半期（４月～８月）
：予算編成の仕組みの再構築について検討。施策別枠配分予算編成導入について意思決定
：後期基本計画の評価結果を予算反映するための判断手法、経営会議での扱いについて検討
下半期（９月～１２月）
：各施策内の事務事業の再構築についての支援等
	PTXTKADAI: 主要なマネジメントシステムである、行政評価の結果を資源配分（組織定数・予算編成）へ結び付けていくことが本事業の目下の目的である。予算編成については基本となる財政計画の策定が見込まれているが、合併後の交付税優遇措置が切れていく中、歳出は縮小傾向となることが予測される。計画の評価結果は政策的経費を中心に予算反映することで、市の特色を打ち出していくこととなるが、そのための原資が不足する状況では予算編成が各事業部にとって形骸化していく恐れがある。この点を注視して事業を進めていく。

	PTXTSETUMEI: 本事業については前期基本計画中に行政評価の電算化を中心にシステム上の情報共有化を図り各システムの全体最適化を目指してきた。評価指標に関しても構築を目指す指標を設定していたが、おおよそ完了しており次年度指標については見直していく。また残された課題として予算編成との後期基本計画の進行管理の連携策として施策別枠配分予算編成の導入が考えられる。ここを目指すことから成果向上に向けた改善が必要と評価する。



